









































































































































































































































































































13：30 ～ 13：45 開会式




15：15 ～ 15：30 休憩








17：00 ～ 17：15 休憩
17：15 ～ 17：45 研究発表会 ポスター発表
17：45 ～ 17：50 休憩



















10：00 ～ 10：30 研究発表会 ポスター発表
10：30 ～ 10：40 休憩









12：10 ～ 13：00 休憩 













14：30 ～ 14：45 休憩 
14：45 ～ 16：00 シンポジウム（総合討議）
16：00 ～ 16：10 休憩




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一覧性 ○ × △
レイアウト ○ △ ×
速報性 △ ○ ◎
問合せ対応 × △ ◎
複数人での管理 ○ × ○

















































































































































機器名 確保方法 台 数 備　考




ノートPC（ポスター発表発表用） 各自 件数分 Slack対応も各個人のPCで実施
HDMIケーブル 日文研備品 - 発表者PC接続用部屋備え付け
HDMIケーブル 持込 1 配信映像伝送用長いものがよい
HDMIセレクタ 持込 1 カメラ２台の切り替え用






Web会議用スピーカー・マイク 日文研備品 1 USB接続

























７月22日 口頭・ポスター発表 募集開始（当初〆切：８月28日） HP、学内通知
８月28日 口頭・ポスター発表 募集延長（延長〆切：９月25日） HP、学内通知

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































令和 2 年度学生企画委員長 石原 知明 
文化科学研究科長  池谷 和信 













































別紙 1「総研大文化フォーラム 2020 予稿集原稿作成要領」をご参照の上、（様式 4）「予稿集原
稿テンプレート」に基づき、A4 判の書式 1 ページ以内に収まる文量で原稿の作成をお願いいたしま
す。 







別紙２ 「ポスター発表原稿作成要項」をご参照の上、作成してください。ポスターは A0 サイズに
なります。 
 
ポスター印刷用原稿提出締切：11 月 9 日（月）必着 
 
総研大⽂化フォーラム 2020担当者 
令和 2 年度学生企画委員会 
委員長  国際日本研究専攻 石原 知明 
副委員長 日本歴史研究専攻 前山 和喜 
文化科学研究科長 池谷 和信 























13：30 ～ 13：45 開会式




15：15 ～ 15：30 休憩








17：00 ～ 17：15 休憩
17：15 ～ 17：45 研究発表会 ポスター発表
17：45 ～ 17：50 休憩













10：00 ～ 10：30 研究発表会 ポスター発表
10：30 ～ 10：40 休憩









12：10 ～ 13：00 休憩 













14：30 ～ 14：45 休憩 
14：45 ～ 16：00 シンポジウム（総合討議）
16：00 ～ 16：10 休憩




















































International Research Center  for Japanese Studies
大阪国際空港関西国際空港








































































































































市民の権利の宣言（Déclaration des Droits de l'Homme et du Citoyen）と 年に作成した世



































『大道叢誌』（ 号～ 号）、事務所は東京にあった（明治 年―明治 年 本郷区龍岡
町麟祥院内、明治 年―明治 年 本郷区駒込吉祥寺町吉祥寺境内、明治 年―大正





巻数 標題 序文を寄った人物 序文を寄った人物の身分
第一巻 三道並行篇 床次竹二郎 政治家、衆議院議員、内務大臣、鉄道大
臣、逓信大臣、政友本党総裁。
第二巻 神道即国体門 清浦奎吾 官僚、政治家。位階は正二位。勲等は大
勲位。爵位は伯爵。
第三巻 神道即国体門 江木千之 明治時代から大正時代にかけての日本
の文部・内務官僚、政治家。
第四巻 儒道即経世門 井上哲次郎 明治時代の哲学者。帝国大学で日本人初
の哲学の教授。
第五巻 仏教即解脱門 秋野孝道 明治時代から昭和時代前期の僧。曹洞宗
大 現駒沢大 学長、曹洞宗管長。
第六巻 仏堂即解脱門 関精拙 明治から昭和にかけての臨済宗の禅僧。
臨済宗第七代天龍寺派管長。
第七巻 諸子即百家門 頭山満 明治から昭和前期にかけて活動したア
ジア主義者の巨頭。
第八巻 経世時論篇 徳富蘇峰 明治から昭和戦後期にかけてのジャー
ナリスト、思想家、歴史家、評論家。
第九巻 経世時論篇 三宅雪嶺 日本の哲学者、国粋主義者、評論家。






市民の権利の宣言（Déclaration des Droits de l'Homme et du Citoyen）と 年に作成した世



































『大道叢誌』（ 号～ 号）、事務所は東京にあった（明治 年―明治 年 本郷区龍岡
町麟祥院内、明治 年―明治 年 本郷区駒込吉祥寺町吉祥寺境内、明治 年―大正





巻数 標題 序文を寄った人物 序文を寄った人物の身分
第一巻 三道並行篇 床次竹二郎 政治家、衆議院議員、内務大臣、鉄道大
臣、逓信大臣、政友本党総裁。
第二巻 神道即国体門 清浦奎吾 官僚、政治家。位階は正二位。勲等は大
勲位。爵位は伯爵。
第三巻 神道即国体門 江木千之 明治時代から大正時代にかけての日本
の文部・内務官僚、政治家。
第四巻 儒道即経世門 井上哲次郎 明治時代の哲学者。帝国大学で日本人初
の哲学の教授。
第五巻 仏教即解脱門 秋野孝道 明治時代から昭和時代前期の僧。曹洞宗
大 現駒沢大 学長、曹洞宗管長。
第六巻 仏堂即解脱門 関精拙 明治から昭和にかけての臨済宗の禅僧。
臨済宗第七代天龍寺派管長。
第七巻 諸子即百家門 頭山満 明治から昭和前期にかけて活動したア
ジア主義者の巨頭。
第八巻 経世時論篇 徳富蘇峰 明治から昭和戦後期にかけてのジャー
ナリスト、思想家、歴史家、評論家。
第九巻 経世時論篇 三宅雪嶺 日本の哲学者、国粋主義者、評論家。





























































































































































































































































































































































書名 地震 地動 計621例 取扱時代
日本書紀 20 5 25神代～持統天皇11（697）年
続日本紀 78 6 84
文武天皇元（697）年～延暦10（791）
年










日本書紀 太初～ 30 … 87
続日本紀 94年5ヶ月 40 2年3ヶ月 78
日本後紀 41年2ヶ月 40 1年強 58
続日本後紀 17年2ヶ月 20 10ヶ月強 85
文徳実録 8年6ヶ月 10 10ヶ月強 87
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































枚の壁新聞』『DOCUMENTARY of AKB48 
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